
22
世代を超え自然と暮らすこころのまち

広報

◆	第３回美し国三重市町対抗駅伝
◆	平成22年度会町成人式
◆	簡易水道から上水道へ
◆	観光パンフレット完成
◆	子育て支援センター紹介February. 2010  Vol.535



町
で
は
、
こ
の
駅
伝
に
向
け
て

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
舟
瀬
勝

さ
ん
（
棚
橋
）
を
監
督
、
森
本
和

義
さ
ん
（
大
野
木
）
を
コ
ー
チ
に

選
任
、
内
城
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
度
会
中
学
校
陸
上
競
技
部
の
皆

さ
ん
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
チ
ー
ム

が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
１
月
11
日
に
は
結
団
式
を

行
い
、
町
長
は
「
し
っ
か
り
と
た

す
き
を
つ
な
ぎ
、
前
回
よ
り
一
つ

で
も
順
位
を
上
げ
て
頑
張
っ
て
。

楽
し
ん
で
走
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
、舟
瀬
監
督
は「
前

回
の
タ
イ
ム
を
上
回
り
、
町
の
部

で
８
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
健
闘
を
誓
い
、

選
手
も
大
会
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ

の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

監
督
を
は
じ
め
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
１
月
中
旬
か
ら
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
沿
道
で
選
手
の
皆

さ
ん
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
駅
伝
の
模
様
は
、

三
重
テ
レ
ビ
放
送
で
放
送
さ
れ
ま

す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
放
送
日
程
は
未
定

開
会
式　

２
月
20
日
（
土
）

午
前
11
時
～
〈
津
市
〉

市
町
交
流
会　

２
月
20
日
（
土
）

正
午
～
〈
津
市
〉

表
彰
式　

２
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
～
（
予
定
）

〈
県
営
総
合
競
技
場 

陸
上
競
技
場
〉

コ
ー
ス　

県
庁
前
〈
津
市
〉
～
県

営
総
合
競
技
場 

陸
上
競
技
場

〈
伊
勢
市
〉

距
離
・
区
間　

４
２
．
１
９
５
㎞
・

10
区
間

参
加　

県
内
各
市
町

▽
問
合
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
６
２
︱
２
４
２
２
）

県内の市町村が合併に伴い２９市町となり、各市町
間の交流および一体化の促進による市町の振興と、ス
ポーツに対する県民意識を高めようと『第３回美

うま

し国
三重市町対抗駅伝』が、来る２月２１日（日）に開催
されます。
県内２９市町が参加し、午前９時に県庁前をスター
トし、１０区間４２. １９５㎞の道のりを、ゴールの県
営総合競技場陸上競技場までタスキをつないで駆け抜
けます。

度会町登録選手名簿	 （敬称略）

区　間 区　分 距　離 選　手　名 字　名

第１区 小学生女子 1.28 ㎞
林田　珠里那 大野木

森本　美南 大野木

第２区 小学生男子 1.85 ㎞
林田　彼龍 大野木

野村　太雅 棚　橋

第３区 中学生女子 3.76 ㎞
山本　綺美 棚　橋

大西　美優 棚　橋

第４区 中学生男子 5.65 ㎞
林田　涼雅 大野木

竹内　佑斗 棚　橋

第５区 ４０歳以上男子 4.60 ㎞
宮本　晃 牧　戸

森本　孝 大野木

第６区 ジュニア男子 6.36 ㎞
神森　正輝 大野木

浦井　駿吾 大野木

第７区 一般女子 2.89 ㎞
林　　実季 大野木

井戸本　真衣 牧　戸

第８区 ２０歳以上女子 3.43 ㎞
枡田　桂子 棚　橋

畑　真由美 棚　橋

第９区 ジュニア女子 5.95 ㎞
向井　愛巳 大野木

山本　ひかる 大野木

第10区 ２０歳以上男子 6.425㎞
大西　泰正 棚　橋

辻本　裕介 大野木

監　　　督 舟瀬　勝 棚　橋

コ　ー　チ 森本　和義 大野木

 第３回
美
う ま

し国三重市町対抗駅伝

わたらいの想いをのせて
走れ！夢のタスキをつなごう

2広
報わたらい（№ 535）



ゴール

スタート
県庁前 県庁前

小学生女子
第1区 1.28㎞

矢田旗店前
小学生男子

第2区 1.85㎞

大倉交差点ガリバー前
中学生女子

第3区 3.76㎞

シューズ愛ランド前
中学生男子

第4区 5.65㎞

サークルＫ三雲店前
４０歳以上男子
第5区 4.60㎞

メガネ赤札堂前
ジュニア男子
第6区 6.36㎞

ＪＡ櫛田支店前
一般女子

第7区 2.89㎞

中日新聞川井販売店前
20歳以上女子
第8区 3.43㎞

マクドナルド玉城店東
ジュニア女子
第9区 5.95㎞

坂本竹材店前
２０歳以上男子
第10区 6.425㎞

県庁前
(津市)

県営総合競技場
(伊勢市)

2010.2/21　

第３回 美し国三重市町対抗駅伝　コース紹介

3 広
報わたらい（№ 535）



山
眠
る
閂
太
き
農
具
小
屋

葛　

原　

中
井　

和
子

書
初
め
に
恋
の
歌
書
く
媼
か
な

田　

間　

村
山　

和
美

初
化
粧
し
て
身
を
包
む
白
衣
か
な

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

日
の
影
を
乗
せ
て
打
ち
寄
す
寒
の
波

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

鳥
群
れ
て
柚
子
の
木
匂
ふ
日
暮
ど
き

棚　

橋　

大
西　

靖
子

憂
き
こ
と
を
忘
れ
む
と
打
つ
除
夜

の
鐘

当　

津　

尾
嵜　
　

勝

元
日
の
病
棟
ひ
っ
そ
り
暮
れ
に
け
り

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

蹲
つ
く
ば
いの
水
わ
か
ち
あ
ふ
初
雀

　
　
　
　

大
野
木　

串
田　

冬
扇

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

１
月
21
日

毎
年
こ
の
時
期
に
、
町
県
民
税

の
申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
次
の
と
お
り
、
申
告
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

福
祉
医
療
や
児
童
扶
養
手
当
な

ど
の
支
給
、
国
民
健
康
保
険
税
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定
、

奨
学
金
の
受
給
・
資
金
借
入
申
込

な
ど
に
所
得
の
証
明
が
必
要
な
場

合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
と
き
に
困
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
正
し
い
申
告
を
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
度

会
町
に
居
住
し
、
平
成
21
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
、

譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

◦
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
方

◦
勤
務
先
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方

◦
平
成
21
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
さ
れ
た
方

◦
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
方

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

申
告
用
紙
、
平
成
21
年
中
の
収

支
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
、
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
・
地
震
・

長
期
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書
、

医
療
費
の
領
収
書
や
印
鑑
な
ど
を

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
方
に
２
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
申
告
用
紙
が

届
か
な
か
っ
た
方
で
も
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
方
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
次
の
申
告
相
談
日

に
申
告
が
で
き
な
い
方
は
、
３
月

１
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
月
）（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
役
場

大
会
議
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、

所
得
控
除
の
措
置
を
せ
ず
税
金
の

町
県
民
税
の
申
告
相
談
所
を
開
設

計
算
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
４
）

平成２１年分　町県民税申告相談日程表
月日 曜日 受付時間 相談会場 対象字名

2月16日 火
午前９時３０分～正午 麻加江

生活改善センター
麻加江

午後１時３０分～４時 田口・立花

2月17日 水
午前９時３０分～正午 麻加江

生活改善センター
注連指・坂井

午後１時３０分～４時 長原

2月18日 木
午前９時３０分～正午 中之郷

生活改善センター
川口・栗原・中之郷・五ケ町

午後１時３０分～４時 日向・小川・火打石・駒ケ野

2月19日 金
午前９時３０分～正午

一之瀬公民館
小萩・脇出・和井野

午後１時３０分～４時 柳・市場・南中村・川上

2月22日 月
午前９時３０分～正午 度会町役場

（大会議室）
下久具・上久具・田間

午後１時３０分～４時 立岡・大久保・葛原

2月23日 火
午前９時３０分～正午 度会町役場

（大会議室）
棚橋

午後１時３０分～４時 大野木

2月24日 水
午前９時３０分～正午

度会町役場
（大会議室）

平生・当津・茶屋広

午後１時３０分～４時 鮠川・牧戸・宮ノ西自治会・
度会団地自治会

4広
報わたらい（№ 535）



４
月
１
日
か
ら
、
肝
臓
機
能
障
害
が
（
注
１
）

身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
障
害
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、一
定
の
肝
臓
機
能
の
障
が
い
の
た
め
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓
移
植
お
よ

び
肝
臓
移
植
後
の
抗
免
疫
療
法
に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
（（
注
２
）

自
立
支
援
医
療
費
）
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
な
ど
の
所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者
控
除

そ
の
年
の
12
月
31
日
に
お
い
て
、
要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の

申
告
を
す
る
際
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
所
得
控
除
（
障

害
者
控
除
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
認
定
書
が
必
要
な
方
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ののちゃんの誕生日に雪がどっさり降りました。まあ
ばあさんはののちゃんを誘ってピクニックへ。冬ならで
はの楽しみ方を教えてくれました。心も体もポカポカの
誕生日になったかな。

お薦めの絵本
『まあばあさんの

ゆきのひピクニック』
すとうあさえ／文　織茂恭子／絵

図書室だより

現在、雑誌は「Ｓｉｍｐｌｅ」「ＥＳＳＥ」「ワイヤー
ママ三重版」を備えています。雑誌は最新号以外の貸し
出しを行っています。
▷今月の貸出日　２月１３日（土）、２７日（土）

　　　　　　　午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日
▷問合先　町地域交流センター（☎６３−００７０）

▽
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
方

◦
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者

直
近
の
介
護
認
定
審
査
会
資
料

に
お
け
る
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が
Ｂ

１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
１
ま
た
は
Ｃ
２
あ

る
い
は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
が
Ⅲ
ａ
、
Ⅲ
ｂ
、
Ⅳ
ま

た
は
Ｍ
で
あ
る
方

◦
障
害
者
控
除
対
象
者

特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
に
該

当
し
な
い
方
で
、
直
近
の
介
護
認

定
審
査
会
資
料
に
お
け
る
障
害
高

齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た

き
り
度
）
が
Ａ
１
、
Ａ
２
あ
る
い

は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
Ⅱ
ａ
ま
た
は
Ⅱ
ｂ
で
あ
る

方
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ら
の
手
帳

を
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告

の
際
に
提
示
す
る
こ
と
で
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

認
定
書
の
交
付
の
申
請
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
先

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

肝
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
が
ス
タ
ー
ト

（
注
１
）身
体
障
害
者
手
帳
と
は
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会

的
な
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
の
手
帳
で
す
。
手
帳
を
所
持
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
注
２
）
自
立
支
援
医
療
は
職

業
能
力
や
生
活
能
力
の
回
復
増
進

を
図
る
た
め
、
現
在
の
障
が
い
の

程
度
を
軽
減
ま
た
は
改
善
さ
れ
る

と
期
待
で
き
る
場
合
に
指
定
医
療

機
関
で
行
う
医
療
で
す
。
な
お
、

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
そ
の

対
象
医
療
の
医
療
費
の
１
割
が
原

則
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
世
帯
の
所
得
水
準
な
ど
に

応
じ
て
、
１
月
当
た
り
の
負
担
に

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

肝
臓
機
能
障
害
の
認
定
は
、
国

か
ら
通
知
さ
れ
た
「
身
体
障
害
者

認
定
基
準
」
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

１
級
…
肝
臓
の
機
能
の
障
が
い
に

よ
り
日
常
生
活
活
動
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
も
の
。

２
級
…
肝
臓
の
機
能
の
障
が
い
に

よ
り
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
も
の
。

３
級
…
肝
臓
の
機
能
の
障
が
い
に

よ
り
日
常
生
活
活
動
が
著
し
く

制
限
さ
れ
る
も
の
（
社
会
で
の

日
常
生
活
活
動
が
著
し
く
制
限

さ
れ
る
も
の
を
除
く
）。

４
級
…
肝
臓
の
機
能
の
障
が
い
に

よ
り
社
会
で
の
日
常
生
活
活
動

が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
も
の
。

詳
し
い
認
定
基
準
や
身
体
障
害

新
し
く
追
加
さ
れ
た

肝
臓
機
能
障
害
の
等
級
や
認
定
基
準

者
手
帳
の
申
請
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

三
重
県
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
︱

２
３
６
︱
０
４
０
０
）
ま
た
は

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
︱

２
４
１
３
）
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度会小中人権フォーラム

「Dr．コトーから見た人の思い」
～ 生徒の感想から ～

昨年１２月３日、度会小学校体育
館を会場に度会小中人権フォーラ
ム「Ｄｒ．コトーから見た人の思い」
と題して、医師の奥野正孝先生によ
る講演会が行われました。

講演会には度会小学校５、６年生
の児童、度会中学校１年生の生徒が
参加し、奥野先生の神島診療所での
貴重な体験をうかがいました。生徒はメモをとりながら真剣に講
演に聴き入り、講演後の意見交換でも、活発に質問や意見を出し
合いました。

生徒の感想
◦私が一番いいなと思ったのは、誰かが大変なことになると、そ

の人をみんなで助けに行くというところです。（中略）私も、
もし困っている人がいたら相談に乗ってあげたり、助けてあげ
たりしたいと思います。

◦私は学校でも、仲の良い友達なら、困っているときに助けたり
することはあっても、よく知らない人だと受け流してしまった
りすることがあるので、神島の人たちみたいに温かい人になり
たいと思いました。「みんなで暮らすのはいい」と奥野先生は
言いました。生きて行くには人との助け合いが必要だと思いま
す。みんなで暮らすことで、相手のこともよく分かって、お互
いが信頼できるから、助け合っていけるのだと思いました。

◦人権フォーラムの講演を聞く前までは「なぜへき地でずっと医
者を続けられたのか」と疑問でした。私が医者になるなら、大
きな病院で働こうとするだろうなと思っていましたが、へき地
でも、島でも、大きな病院でも、どこであっても、人の温かさ
を感じられる、もしかしたら大きな病院以上に感じられるのだ
と思うと、奥野先生がなぜ続けていたのかが分かったような気
がします。私は将来何になりたいのか考えたことは何度もあり
ますが、人の温かさを感じられる奥野先生のような医者になり
たいと思いました。

リレー連載	 No.25

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／度会中学校

人
権
に
つ
い
て

考
え
る
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南伊勢高校 度会校舎通信

Minamiise High School
Communication vol. 57

　
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
度
会
町
社
会
福
祉
協
議
会
交
流

12
月
10
日
、
１
、２
年
生
を
対
象
に
、
進
学
希
望
者
に
は
進
学
講
話
と
分
野
別
説
明

会
が
、
就
職
希
望
者
に
は
就
職
講
話
と
マ
ナ
ー
指
導
や
面
接
指
導
な
ど
の
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

百人一首大会 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

２月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
○ ○ ○ ○ × ×

7 8 9 10 11 12 13
× × ○ × × × ×
14 15 16 17 18 19 20
× ○ ○ × ○ ○ ×
21 22 23 24 25 26 27
× ○ ○ × ○ ○ ×
28
×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://booklog.jp/users/watarailib

１２月１７日から１８日、基礎学力養成講
座の一環として、学年別「百人一首大会」が
武道場で行われました。各学年６人から７人
のグループに分かれて、武道場の畳に車座に
座って取り札を囲み、真剣に取り札に目を向
けていました。

百人一首は中学１年のときの授業で一度経験しただけだったので、ま
さか学年優勝ができるとは思っていませんでした。百人一首を通して、
日本古来の遊びに触れることができて、とても楽しかったです。来年の
百人一首大会が楽しみです。（１年 西山 有那）

就
職
講
話
を
聞
い
て
、
昨
今
の
就
職
難
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
求
人
数
、
内
定
率

に
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
知
識
、
人
間
性
が
以
前

よ
り
何
倍
も
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
参
考
に
な
る
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
へ

向
け
て
の
心
構
え
が
で
き
ま
し
た
。	

（
２
年
生
就
職
希
望
者
）

大
学･

短
大･

専
門
学
校
は
い
ず
れ
も
同
じ
資
格
が
取
れ
ま
す
が
、
大
学
の
方
が
幅
広
い
分
野
へ

の
就
職
が
で
き
る
の
で
、
就
職
の
確
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
進
学
す
る
に
は
し
っ
か

り
と
し
た
目
的
意
識
と
学
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
今
が
不
景
気
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
で
き

れ
ば
進
学
し
た
方
が
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。	

（
１
年
生
進
学
希
望
者
）

講
師
か
ら
将
来
の
就
職
先
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
、
今
の
自
分
に
足
り
な
い
も
の
を
見
つ
け
、
社

会
に
通
用
す
る
常
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
勉
強
も
部
活
動
も
手
抜
き
せ

ず
に
や
り
抜
い
て
、
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。	

（
１
年
生
就
職
希
望
者
）

12
月
18
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
、
生
徒
会･

交
流
文
化
部･

家
庭
部
が
参
加
し
、
町
内
の
高
齢
者
の
方
々
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
生
徒
会
と
家

庭
部
は
名
札
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
一
緒
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
交
流
文
化
部

の
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

始
め
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
会
企
画
の
折
り
紙
で
メ
ダ
ル
を
作
る

と
き
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
折
り
方
を
説
明
し
て
い
る
う
ち
に
、
緊
張
が
だ
ん
だ
ん
解
け
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
交
流
文
化
部
の
演
奏
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
聴
き
、
家
庭
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ー
ド
作
り

の
と
き
は
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
話
し
な
が
ら
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。	

（
生
徒
会 

２
年 

小
島
大
輝
）

　
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

第
55
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
三
重
県
審
査

【
優
良
賞
】
森
本
司
（
２
年
）

第
55
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
南
勢
地
区
審
査

【
最
優
秀
賞
】
森
本
司
（
２
年
）

【
優
秀
賞
】
坂
口
真
理
（
２
年
）

【
優
良
賞
】
竹
内
真
理
恵
（
２
年
）・
久
保
建
人
（
１
年
）・
柴
田
茜
（
１
年
）
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平成 22年度会町成人式
１月１０日、町中央公民館で新成人を祝う平成２２年度会町成人式が行われ、度会町では９６人（男子５０人、女
子４６人）の皆さんが、人生の新たな門出の日を迎えました。
８６人が出席した式典では、町長から「度会町の未来を担う皆さんには、社会の変化や時流に流されず、自分の将
来像をしっかりイメージして、揺るぎない信念と決意を持って人生を切りひらき、自らの目標に向かってまい進して
ほしい」と激励があり、中村町議会副議長をはじめ町議会議員、学校長からお祝いの言葉が添えられました。
また、新成人を代表して山本明日香さん（大野木）が町長から記念品を受け取り、坂本武大さん（大久保）が「地
域や家庭で見守られながら育った感謝を忘れず、困難や誘惑にも負けない強い意志と勇気を持って、それぞれの場面
で冷静に物事を見極め、正々堂々と行動し、信頼される人間になるよう努力します。地域社会、さらには日本を担う
若人としての決意を新たにし、社会の荒波に立ち向かいます」と力強く誓いの言葉を述べました。
式典に続いて、記念撮影を行った後、バザールわたらいでパーティーが行われました。会場では、久しぶりに顔を
合わせた友人と近況を報告し合い、思い出話に花を咲かせていました。また、スナップ写真を撮ったり、携帯電話の
番号を交換したり、新成人となった節目のひとときを過ごし、会場は笑顔であふれていました。

まちの未来を担う
新成人９６人の門出を祝福

8広
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新成人に聞きました
～２０歳の決意 ～

平成 22年度会町成人式

「未来像」「夢」「目標」など、新成人の皆さんに「２０歳になった今の決意」
を語っていただきました。皆さんご協力ありがとうございました。

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
同
じ
町
で
生
ま
れ
、
同
じ
と
き
を
過
ご
し
た
こ
の
仲
間

と
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
新
成
人

と
な
っ
た
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
日
本
の
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
貢

献
し
ま
す
。

新
成
人
代
表

　
　

坂
本　

武
大　

（
大
久
保
）

　
　

山
本　

明
日
香
（
大
野
木
）
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町の水道事業は、５つの簡易水道（東部・中部・西部・南部・坂井簡易水道）で事業を行い、住民の皆さんに水
道水を供給しています。町の水道普及率は９９. ８％と高く、簡易水道事業は、住民の皆さんの日常生活に密着し
た行政サービスとなっています。
しかしながら、町の水道事業は、老朽化した水道施設の更新や耐震化、水源の確保など、さまざまな課題を抱え
ており、「水道事業は、１事業体１水道事業に集約する」という国の方針にある中、簡易水道事業の統合ならびに
上水道事業への移行は、町において喫緊の課題となっています。
町では、こうした現状を踏まえ、これからも豊かで良質な水道水をお届けするために、平成２２年３月までに「度
会町水道ビジョン」を策定し、簡易水道施設の整備を図りながら、平成２９年度を目標に、度会町上水道事業への
移行を目指していきたいと考えています。

老
朽
化
施
設
の
更
新
や
耐
震
化

昭
和
50
年
代
に
整
備
を
行
っ
て

き
た
簡
易
水
道
施
設
は
、
建
設
か

ら
約
30
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
さ
れ

る
東
海
地
震
や
、
今
世
紀
前
半
で

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
東
南
海
・

南
海
地
震
な
ど
か
ら
、
施
設
の
更

新
や
耐
震
化
は
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。

水
源
の
確
保

東
部
・
中
部
簡
易
水
道
区
域
の

取
水
量
の
不
足
を
補
う
た
め
、
豊

か
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
取
水

で
き
る
水
源
を
新
た
に
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
の
補
助
対
象
条
件

町
が
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

や
耐
震
化
、
ま
た
新
た
な
水
源
の

確
保
に
取
り
組
む
際
に
、
必
要
な

財
源
と
し
て
国
か
ら
補
助
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
の
補
助
を
受
け
る
場
合
、
国

（
厚
生
労
働
省
）
に
簡
易
水
道
事

業
統
合
計
画
書
を
提
出
し
、
上
水

道
事
業
の
認
可
を
受
け
た
後
、
平

成
29
年
度
ま
で
に
簡
易
水
道
事
業

昭和30年代 Ｓ31年創設

Ｓ37年創設

Ｓ38年創設

昭和40年代
Ｓ44年創設

Ｓ47年創設

Ｓ49年創設

昭和50年代 Ｓ50年創設

Ｓ51年創設
棚橋簡易水道

葛原簡易水道 平生簡易水道

長原簡易水道

西部簡易水道

中部簡易水道 南部簡易水道

西部簡易水道

度　会　町　上　水　道

矢村簡易水道

柳簡易水道

坂井簡易水道

坂井簡易水道

上久具簡易水道

下久具簡易水道

大野木簡易水道

立岡簡易水道

東部簡易水道

東部簡易水道

東部簡易水道

東部簡易水道

Ｓ52年創設 Ｓ52年創設

Ｓ54年創設 Ｓ54年創設

Ｓ51年創設

Ｓ54年変更

Ｓ55年創設

Ｓ57年変更

Ｓ59年変更

昭和60年代 Ｓ60年変更

Ｓ62年創設

平成元年
Ｈ14年変更

Ｈ29年度
平成20年代

●水道事業の沿革

簡易水道から上水道へ
豊かで良質な水を　度会町水道ビジョンを策定
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配水管

導水管

水源

各家庭

配水池

緩速ろ過池

普通沈殿池
着水井

取水堰堤

塩素消毒

浄水場

を
統
合
し
上
水
道
事
業
へ
移
行
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
見
直
し

水
道
事
業
は
、
水
道
利
用
者
か

ら
い
た
だ
く
水
道
使
用
料
金
の
収

入
で
事
業
を
賄
う
独
立
採
算
制
で

運
営
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。
上
水
道
事
業
は
、
真
の

独
立
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
経
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な

経
費
に
対
し
て
そ
れ
に
見
合
う
収

益
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
現
行
の
水
道
料
金
を
見

直
し
、
適
正
な
水
道
料
金
体
系
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
説
明
会
の
開
催

上
水
道
事
業
に
向
け
た
事
業
内

容
や
水
道
料
金
の
見
直
し
案
な
ど
、

住
民
説
明
会
を
７
月
ご
ろ
に
町
内

４
箇
所
（
旧
小
学
校
区
単
位
）
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

意
見
の
募
集

生
活
環
境
課
で
は
、
豊
か
で
良

質
な
水
道
水
を
安
定
的
に
お
届
け

す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
ま
で
の

施
策
目
標
や
具
体
的
施
策
を
示
す

「
度
会
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

●水道施設の整備内容
各簡易水道区域における施設の更新や耐震化、新しい水源の確保や浄水場の整備など整備内容を

例示します。

●水道水ができるまでの流れ を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
素

案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
「
度
会
町
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

素
案
に
対
す
る
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
表
資
料

度
会
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）

▽
閲
覧
場
所

◦
役
場
町
民
ホ
ー
ル
お
よ
び
役
場

生
活
環
境
課
窓
口

◦
町
中
央
公
民
館

◦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

▽
募
集
期
限

２
月
22
日
（
月
）
ま
で

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
・
問
合
先　

役
場
生
活
環

境
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
５
）

度
会
町
上
水
道
事
業

東
部
・
中
部
簡
易
水
道

西
部
・
坂
井
簡
易
水
道

南
部
簡
易
水
道

◦水源整備

◦配水管耐震化

◦導水管耐震化

◦監視施設整備

◦浄水場整備

◦配水池整備

◦導水管耐震化

◦浄水場整備

◦監視施設整備

◦水源整備

◦監視施設整備

簡易水道から上水道へ
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町
で
は
、
町
の
活
性
化
や
一
之

瀬
川
流
域
の
過
疎
化
対
策
の
一
環

と
し
て
２
種
類
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
り
に
取
り
組
み
、
完
成

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

一
之
瀬
川
流
域 

歴
史
散
策
ぶ
ら
り
旅

一
之
瀬
川
流
域
に
今
も
な
お
伝

説
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
史

跡
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、
日

帰
り
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
一
之
瀬
川
流

域 

歴
史
散
策
ぶ
ら
り
旅
』
で
は
、

各
ス
ポ
ッ
ト
を
「
一
之
瀬
川
流
域

全
域
マ
ッ
プ
」
に
位
置
表
示
し
、

流
域
を
「
川
口
～
中
之
郷
」「
日

向
～
和
井
野
」「
脇
出
～
川
上
」

の
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ポ
ッ
ト
を
写
真
入
り
で

解
説
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

自
然
に
触
れ
、
絶
景
を
楽
し
め
る

「
牛
草
山
登
山
コ
ー
ス
」、
半
日

コ
ー
ス
や
１
日
コ
ー
ス
を
設
定
し

て
紹
介
す
る
「
散
策
モ
デ
ル
コ
ー

ス
」
の
ペ
ー
ジ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
一
冊
に

詰
め
込
み
ま
し
た
。

表紙と裏表紙（交通アクセス）

散策モデルコース（１日・半日） 牛草山登山コース 各スポットの案内 一之瀬川流域全域マップ

飲
食
店
＆

わ
た
ら
い
茶
ガ
イ
ド表紙と裏表紙（交通アクセス）

ま
た
、
町
の
産
業
の
活
性
化
を

目
的
に
、
町
商
工
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
町
内
の
飲
食
店
と
わ
た
ら

い
茶
の
取
扱
店
を
紹
介
す
る
『
飲

食
店
＆
わ
た
ら
い
茶
ガ
イ
ド
』
も

あ
わ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。

『
飲
食
店
＆
わ
た
ら
い
茶
ガ
イ

ド
』
に
お
い
て
も
、
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
に
各
店
舗
の
位
置
を
表
示
し
、

個
別
に
各
店
舗
の
情
報
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
特
産
品
「
わ
た

ら
い
茶
」
の
栽
培
方
法
や
い
れ

方
、
保
存
方
法
を
紹
介
し
た
「
安

全
安
心
な
わ
た
ら
い
茶
の
楽
し
み

方
」
を
掲
載
す
る
こ
と
で
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
に
も
役
立
て
ま
す
。

飲
食
店
＆

わ
た
ら
い
茶
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

『
一
之
瀬
川
流
域　

歴
史
散
策

ぶ
ら
り
旅
』・『
飲
食
店
＆
わ
た
ら

い
茶
ガ
イ
ド
』
と
も
、
サ
イ
ズ
を

ポ
ケ
ッ
ト
版
（
21
㎝
×
10
㎝
の

ブ
ッ
ク
式
・
フ
ル
カ
ラ
ー
全
22

頁
）
と
す
る
こ
と
で
、
手
軽
に
持

ち
歩
き
や
す
く
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
を
町
の
情
報
発

信
資
料
と
し
て
、
町
内
外
の
施
設

や
店
舗
へ
の
配
置
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
配
布
な
ど
有
効
的
に
活
用

し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
全
安
心
な

わ
た
ら
い
茶
の
楽
し
み
方

『一之瀬川流域 歴史散策ぶらり旅』・『飲食店＆わたらい茶ガイド』が完成！
町の活性化へ パンフレット作成

▷問合先　役場産業建設課（☎６２－２４１６）
　　　　　役場政策調整室（☎６２－２４２３）
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国では、エネルギー源の多様化、地球温暖化対策などの観点から、太陽光発電の導入拡大を図るため、
これまで取り組んできた太陽光発電システムの導入支援に加え、昨年１１月１日から太陽光発電システ
ムにより発電した電力のうち、自家消費せずに余った電力を、これまでの倍程度の価格で電力会社に売
ることができる制度を開始しました。
電力会社が買い取りに要した費用は、太陽光発電促進付加金（太陽光サーチャージ）として、４月１

日から電力使用量に応じて電力料金に上乗せされることになります。

▽
買
取
期
間　

10
年
間
で
買
取
価

格
は
固
定

▽
買
取
対
象
お
よ
び
買
取
価
格

◦
買
取
対
象

太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
り
発
電

し
た
電
力
の
う
ち
自
家
消
費
せ
ず

余
っ
た
電
力

※
平
成
21
年
11
月
以
前
に
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
し
た
方
も
対
象

で
、
11
月
以
降
に
設
置
さ
れ
た
方

は
、
電
力
会
社
と
の
受
給
契
約
手

続
き
が
終
了
次
第
、
順
次
対
象

◦
買
取
価
格

①
住
宅
（
集
合
住
宅
を
含
む
）
で

あ
っ
て
設
置
し
た
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
出
力
が
10
ｋ
ｗ
未
満
で
あ

る
も
の　

48
円
／
ｋ
ｗ
ｈ

※
太
陽
光
発
電
設
備
に
加
え
燃
料

電
池
や
蓄
電
池
な
ど
の
自
家
発
電

設
備
を
併
設
し
て
い
る
場
合
は
住

宅
用
で
39
円
／
ｋ
ｗ
ｈ
、
そ
れ
以

外
は
20
円
／
ｋ
ｗ
ｈ

②
①
以
外
の
住
宅
お
よ
び
建
築
物

で
あ
っ
て
非
住
宅
（
住
宅
以
外

の
用
途
）
の
※

建
築
物　

24
円

／
ｋ
ｗ
ｈ

※
例
え
ば
、
工
場
・
商
業
施
設
・

学
校
・
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

③
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
設
置
し
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
出
力
が
５
０
０

ｋ
ｗ
以
上
）
や
発
電
事
業
目
的

の
設
備
の
場
合　

電
力
会
社
と

の
相
対
取
引

▽
買
取
価
格
の
引
き
下
げ

買
取
価
格
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
市
場
価
格
の
推
移
や
導
入
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
設
置
す
る

年
度
ご
と
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
費
用
回
収
お
よ
び
負
担
転
嫁

電
力
会
社
が
太
陽
光
発
電
の
余

剰
電
力
の
買
い
取
り
に
要
し
た
費

用
は
、翌
年
度
の
電
気
料
金
に「
太

陽
光
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
と
し
て
上

乗
せ
さ
れ
、
電
力
を
使
用
す
る
皆

さ
ん
が
電
気
の
使
用
量
に
応
じ
て

薄
く
広
く
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

▽
問
合
先　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

太
陽
光
発
電
買
取
制
度
室
（
☎

０
３
︱
３
５
０
１
︱
１
５
１
１
）

平成21年
11月１日から

広げよう！太陽光発電

余剰電力の新たな買取制度がスタート！

太
陽
光
発
電
の
導
入
者

電

　力

　会

　社

電

　力

　需

　要

　者

余剰となる電力
住宅用

(10kw未満)

住宅用
(10kw以上)

・
非住宅

電　　気

余剰となる電力

買取収入
(４８円/kwhなど)

買取収入
(２４円/kwhなど)

太陽光サーチャージ
(全ての電力需要者が負担)

●買取制度の概要

※自家発電設備などと併用の場合は、住宅用（１０kw未満）は３９円／kwh、
それ以外は２０円／kwh

システム設置の際の強引な勧誘や制度についての誤った説明などには
十分にご注意ください。
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度会町子育て支援センターの紹介
町では、子育て支援センターを設置し、子育て中の保
護者や家族の方を対象に、子育てに関するさまざまな支
援を行っています。
また子育て支援センターは、子ども同士の交流やお母
さん方の仲間づくりの場としても活用されています。
▷問合先　町子育て支援センター（☎６３－００７０）

子育て支援の目標
１. 子どもの心とからだの安らかな発達の促進
２. いきいきと笑顔で子育てできる環境づくり

（育児不安の軽減）
３. 家族で支えあう子育て
４. 地域ぐるみで支えあう子育て

各種子育て支援事業

そのほか、町子育て支援センターでは、町内の地域に出向き交流を図る
地区巡回広場わたぼうし、町内保育所を見学したり、園児と遊び交流を図
る保育所交流事業、家庭教育や遊び方など子育てのコツを学ぶ子育て講演
会、子育て支援教室のサポートや託児スタッフ、遊びの指導、絵本の読み
聞かせなど、子育て家庭の支援をしていただく子育てボランティアの支援、
発育・しつけ・食事など子育てをするうえでの不安や悩みごとを相談でき
る子育て相談などさまざまな取り組みを行っています。各種事業の実施日
時や内容、申込方法などは、「広報わたらい」などでお知らせします。

保育所に行っていな
いお子さんが広場（多
目的ホール）で自由に
遊ぶことができます。
また、子育て中のお母
さんの交流も盛んに行
われています。

ひよこグループ（１
歳児）、うさぎグルー
プ（２歳児）の２つが
あり、親子でゲームや
季節の行事を取り入れ
た遊びをそれぞれ行い
ます。

月に１回、親子２０
組程度、参加者を募集
し、季節の行事を取り
入れて楽しみます。
作品を持ち帰り、

飾っていただくことも
あります。

▷主な講座　3Ｂ体操・
アレンジメントフラ
ワー・クリスマス用お
菓子作り
お母さんが日ごろの
育児から解放され、リ
フレッシュするための
講座を開催します。

▷開放日時　毎週月～金曜日
　午前９時３０分～午後２時３０分

▷実施回数　各グループ月１回

▷主な教室
　七夕飾り作り・夏祭り・散歩

▷実施回数　年５回

●わたっこ広場開放 ●遊・友・ＹＯＵくらぶ

●子育て支援教室 ●リフレッシュ講座
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町では学校・保護者・地域・行政が一
緒に考え「児童のお口の健康づくり」に
取り組んでいます。平成１７年度から小
学４年生を対象に、歯の衛生教室を開催
し、今年も１２月に学校歯科医と歯科衛
生士の協力のもと行い、子どもたちはお
口の健康づくりについて学びました。子
どもたちが真剣に自分のお口と向き合っ
たようすを紹介します。

★子どもたちの感想
◦歯が歯垢でいっぱいだったのでびっくりしました。
◦やっぱり１日３回は歯磨きしないといけないと思いました。
◦口の中を鏡で見ることは良いことだと分かりました。
◦歯と歯茎の間などに汚れがあったので、もっと細かいとこ

ろまで歯磨きをしようと思いました。
◦牛乳や小魚をしっかり摂っているから歯が強くなっている

と思いました。
◦意外と汚れがなかなか落ちないからしっかり歯磨きしない

といけないと思いました。
◦ジュースの飲み過ぎやチョコレートの食べ過ぎは良くない

ことに気づきました。

★保護者の感想
◦普段深く考えずしている歯磨きですが、授業で教えても

らって、しっかり歯磨きできたり、食事に気をつけた
り、意識する機会を持つことができて良かったです。

◦小さいころは仕上げ磨きを欠かさなかったけど、今は
本人任せでしっかり見てあげないと駄目だと思いま
した。

◦「元気な強い歯＝良い笑顔で何でも食べられて元気に
毎日を過ごせる」ということにつながることがわかり
ました。やらないといけないことだから、面倒くさが
らずに磨くようにさせないといけないと思いました。

★先生のワンポイントアドバイス
虫歯と歯肉炎は、歯と歯茎についた歯垢（プラーク）を落

とすことで予防できます。毎日少し意識してていねいに磨き
ましょう。保
護者の皆さん
も、お子さん
の歯磨きやお
口のようすを
チェックして
あげてくださ
い。 歯垢（プラーク）中の細菌を顕微鏡で診察

歯に良いこと・悪いことって何？

お口の汚れを鏡でチェック！

～ 度会小学校４年生　歯の衛生教室で学ぶ ～

子どもの歯の健康を考える

▷問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

自分で守るぞ！
元気な歯と歯ぐき

元
気
な
お
口
の

３
か
条

１
．
毎
日
３
回
、
寝
る
前

は
必
ず
歯
を
磨
こ
う
！

２
．
甘
い
お
や
つ
や
飲
み

物
は
控
え
め
に
！

３
．鏡
で
歯
を
見
な
が
ら
、

１
本
ず
つ
丁
寧
に
磨

こ
う
！
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１月２日に１００歳の誕生日を迎えられた山口一
さん（麻加江）に町長からほう状と祝金が手渡されま
した。受け取った一 さんは「うれし涙がこぼれる」

と喜びを語り、長生きの秘訣について「毎朝、高台に
あるお宮参りに欠かさず行くこと」と答えてくれまし
た。また家族の方は、「食事の制限もなく、皆と同じ
ものをしっかり食べてくれます。お肉も大好きなんで
す」と日ごろのようすを話してくれました。

山口さん夫妻　夫婦揃って１００歳越え！
一 さんが１００歳になられ、夫である菊五郎さん

（１０２歳）が既に１００歳に到達していることから、
１００歳超えの夫婦が町内に誕生しました。
「皆さんのおかげで仲良く楽しんで生きてこられた。

感謝の気持ちでいっぱい」と２人が口をそろえて語っ
てくれました。

お二人ともいつまでもお元気で。おめでとうござい
ました。

去る１２月２２日、各種品評会入賞者ならびに三重県
茶業功労者褒賞伝達式が役場町長室で行われました。

今年度開催された全国茶品評会および関西茶品評
会、伊勢茶品評会に、町内から合わせて４１点が出品
され、関西茶品評会で７点、伊勢茶品評会で７点が入
賞しました。

また、茶業振興に対する功績を称えられ、喜多壽一
さん（田口）が三重県茶業功績者表彰を受賞されました。

これからも、産地にふさわしい良いお茶が栽培され
ることを期待します。

おめでとうございました。

入賞者（敬称略・順位順）
関西茶品評会
【普通煎茶の部】
２等　廣　　毅（棚橋）　　中西　貞（平生）
３等　畑中　晃（立岡）　　福井　千佳子（大野木）
　　　廣　　幸昭（棚橋）　福井　秀治（大野木）
　　　西村　壽郎（大野木）
伊勢茶品評会
【普通煎茶の部】
２等　伊勢緑茶加工センター（有）Ａ（平生）
３等　伊勢緑茶加工センター（有）Ｄ（平生）
　　　伊勢緑茶加工センター（有）Ｃ（平生）
　　　中井　利正Ａ（注連指）
　　　伊勢緑茶加工センター（有）Ｂ（平生）
【深蒸煎茶の部】
２等　畑中　勇作（立岡）
【かぶせ茶の部】
１等（全国茶商工業協同組合連合会理事長賞）
　　　中西　善行（平生）

受賞者（敬称略）
三重県茶業功績者表彰
　　　喜多　壽一（田口）

山口一　さん（麻加江）
祝！１００歳到達 ‼

合計１４点が入賞
各種茶品評会褒賞伝達式
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Close Up

去る１月２２日、町商工会や町青色申告会、伊勢法
人会度会支部が、度会中学校を会場に「電子申告講習
会」を開催しました。

県内で民間団体が「電子申告講習会」を開催し、電
子申告・納税の普及、自己啓発に取り組んだ例はなく、
参加した会員の皆さんは、伊勢税務署員らの指導のも
と、ｅ - Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）を利
用し、システムの初期登録から所得税の確定申告書の
模擬作成までを真剣に学び、「自宅で好きな時間に利
用できるのが便利。これからは利用していきたい」と
話していました。

１月１日付けで、内田幸男さん（葛原）が度会町担
当の人権擁護委員として法務大臣から委嘱されました。

今後、内田さんには皆さんの人権が侵犯されること
のないように、多方面にわたり相談に乗っていただく
など、町の頼れる人権擁護委員としてご尽力いただき
ます。

また、平成１９年から３年間、人権擁護委員を務め
ていただいた田村重幸さん（茶屋広）に、永年にわた
り国民の人権の擁護と人権思想の普及高揚に尽くされ
たとして、津地方法務局長から感謝状が贈られました。

おめでとうございました。

町商工会など町内民間団体
電子申告講習会で e-Tax を学ぶ

人権擁護委員 内田幸男さんが就任
田村重幸さんに感謝状

去る１月３日、平成２２年の幕開けを飾る度会町消
防出初式が役場庁舎前駐車場で行われ、小野消防団長
をはじめ消防団員の皆さんが出席しました。

式では、昨年の家屋火災の初期消火および火災拡大
防止の協力に対し、町長から田口区ならびに注連指区
自主防災会長に感謝状が贈られ、町長表彰や県消防協
会表彰などの伝達が行われました。

また、町長から「消防団の皆さんの日ごろの献身的
な消火・防火活動および、昨年の防災訓練への協力に

対し深く感謝している。自主防災のさらなる推進を図
りたい。今年も地域のためにご尽力を」と訓辞があり、
来賓の町議会副議長から祝辞が述べられました。

町長感謝状（敬称略）
田口区自主防災会長　北川　正昭
注連指区自主防災会長　縄手　一彰
各表彰受賞者（敬称略）
町長永年勤続表彰　
班　長　山北　太　他２名
町長優良団員表彰
班　長　西村　勇二　他１４名
三重県消防協会功績章
副団長　縄手　一彰　他５名
三重県消防協会精勤章
分団長　長谷川　金吾　他５名
三重県消防協会南勢支会永年勤続優良章
班　長　中野　直浩　他７名
三重県消防協会南勢支会優良章
班長　井戸本　行弘　他１７名

平成２２年度会町消防出初式

（中央右）内田幸男さん　（右端）田村重幸さん
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平成21年度 介護予防サポーター養成講座

『まめ道‼ 入門講座』終了
▷問合先　町地域包括支援センター（☎６２－１１８）

昨年１０月から１１月にかけて、合計５日間にわたり、今年度
から初めて開講しました『まめ道！！入門講座』は、たくさんの
方が受講、そのうち２７人の方が介護予防サポーターとして登録
され、おかげさまで大好評のうちに終了することができました。

まめ道‼ 入門講座
講座の目標

介護予防サポーターを養成し、サポーター自らが健康を保ち、介護予防に関する知識や技術を広く町民に普及啓発
することで、町の健康寿命の延伸を図る。
「まめ道」の由来

〝まめ〟 には「体が丈夫なこと」「健康なこと」「達者」という意味が
あります。皆さんの中にも「まめにしとる？」など使う方は少なくない
でしょう。〝まめ〟 という言葉に、「一人ひとり、いつまでも元気で笑っ
て過ごしていただけるように」という願いを込めて名付けられました。
●講座のようす
平成２１年度『まめ道‼入門講座』実績
第１回　まずは知ろう！介護予防が大事なワケ
第２回　〝まめ〟 な体には筋力が大事！
　　　　　体づくりのポイント（学習編）
第３回　やってみよう！
　　　　　　　　 　〝まめ〟 な体づくりに効果的な体操（実践編）
第４回　あなたの食事は大丈夫？「食」を見直し 〝まめ〟 でいこう！
第５回　大切な人のためにも
　　　　　～認知症の理解とサポーターについて～
●受講者の感想

◦体や健康のことで知らなかったことをたくさん学ぶことが
できました。

◦これを機会に、元気なうちに元気な体を作っていきたいです。
◦筋力体操がためになりました。
◦認知症の講座は、今のわたしにとってうってつけなもので

した。
◦楽しく学べることができました。

まずは自分が〝まめ〟でいるために・・・
来年度もたくさんのご参加をお待ち
しています‼

ラクに腹筋体操

〝まめ〟 で笑顔になる食事を

受講した皆さん
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Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

スポーツ少年団団員を募集
度会町スポーツ少年団では、町内

小学生以上の平成２２年度団員を募
集しています。
▶問 合 先
ソフトボールチーム
◦一之瀬イーグルス（男子）
門野宮生（☎６２－２１５８）
東谷　博（☎６２－１３７８）
谷口幸司（☎６２－０３３６）
山本泰宏（☎６５－０６１８）
大久保淳（☎６２－２６８８）
杉本欣也（☎６５－０２１８）
◦中川スポーツ少年団（男子）
北川俊一（☎６４－０５６０）
◦小川郷スポーツ少年団（男子）
橋本和彦（☎６２－０１０９）
◦度会エンペラーズ（女子）
西岡一文（☎６５－０４４５）
山本宏一（☎６５－０８４９）
小野宏明（☎６２－０４１０）
中村　智（☎６２－１９２７）
陸上競技
◦内城田スポーツクラブ
（男子・女子）

舟瀬　勝（☎６２－０３５６）
森本和義（☎６２－１６４０）
上井一浩（☎６２－０３３１）
森本　孝（☎６２－１９２６）
辻本裕介（☎６２－２１３５）
大西泰正（☎６２－１７２３）
倉田晃旗（☎６２－０８３７）
竹内正人（☎６２－０５５６）

平成２２年度『度会町放課後
児童クラブ』入会者を募集
▶対 象 者　昼間、就業などを理由

に保護者が家庭に不在となる平成
２２年度度会小学校１・２・３年
生の児童

▶利用施設　町地域交流センター内
度会町放課後児童クラブ

（☎６３−００７０）
▶利用期間　平成２２年４月１日（木）

～平成２３年３月３１日（木）
※ た だ し、 日 曜・ 祝 日・ １ ２ 月
２９日から１月３日を除く。
▶利用時間
◦月曜～金曜日

学校終了時～午後７時
◦土曜日

午前８時３０分～午後７時
◦長期休業中（夏季休業日など）の

月曜から金曜日
午前８時～午後７時

※土曜・長期休業中は、保護者の送
迎が必要です。
▶利用料および保険料
◦利用料　月額１人につき７，５００

円
※ただし、利用日が１か月１０日未
満の場合は、１日当たり３００円。
◦保険料　年額１，０００円
▶申込受付期限

２月２７日（土）まで
▶申 込 先　役場福祉保健課または

町地域交流センター
申込方法など、詳しくはお問い合
わせください。

▶問 合 先　役場福祉保健課
（☎６２−２４１３、６２−１１１２）

町長と語ろう
「ふれあいトーク」を開催

皆さんにまちづくりに関心を持っ
ていただき、皆さんのご意見やご要
望を町政に反映させることを目的に
開催します。お住まいの地区で開催
される際は、ぜひご参加ください。
中之郷区
▶開催日時　３月７日（日）

午前９時～１１時
▶開催場所

中之郷生活改善センター
火打石区
▶開催日時　３月７日（日）

午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　慈眼寺
五ヶ町区
▶開催日時　３月２７日（土）

午前９時～１１時
▶開催場所　宝泉寺
小川区
▶開催日時　３月２７日（土）

午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　小川公民館
日向区
▶開催日時　４月１０日（土）

午前９時～１１時
▶開催場所　日向多目的集会場
駒ヶ野区
▶開催日時　４月１０日（土）

午後１時３０分～３時３０分
▶開催場所　耕雲寺
※都合により、やむを得ず予定を
変更する場合がありますので、ご了
承ください。
▶問 合 先　役場総務課
（☎６２－１１１１）
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税理士による
『無料税務相談所』を開設
▶開設日時　２月２５日（木）

午前９時３０分～午後４時
※正午から午後１時は休憩
※混雑状況などにより、早めに受付
を終了する場合があります。
▶開設会場　役場大会議室
▶対象となる方
①平成２０年分の所得金額（青色申

告特典控除前または専従者控除
前）が３００万円以下の方

②消費税課税事業者である場合には、
基準期間（平成１９年分）の課
税売上高が３，０００万円以下で、
かつ①に該当する方
▶お持ちいただくもの
①次の⑴または⑵の書類
⑴「所得税・消費税および地方消費

税の確定申告のお知らせ」ハガキ
※パソコンを利用して確定申告を
行った方に、確定申告書に代えて送
付
⑵税務署から送付された平成２１年

分の所得税および消費税の確定申
告書、付表、課税取引金額計算表

②青色申告決算書または収支内訳書
などの所得金額を計算した決算書
類

③平成１９、２０年分の所得税の確
定申告書（控）、青色申告決算書

（控）、または収支内訳書（控）
④源泉徴収表、各種控除の証明書・

領収書、印鑑、預貯金口座番号の
わかるもの、電卓および筆記用具

その他詳しくは、お問い合わせく
ださい。
▶問 合 先

伊勢税務署個人課税第一部門
（☎２８−３１９４）

水道メーター確認作業にご協力を
町では現在、水道情報管理システ

ム導入事業を行っています。この事
業に関連して、委託業者が町内の水
道施設や各戸の水道メーターの位置
を確認します。皆さんのご自宅など
を訪ねた際は、何とぞご協力のほど
お願いします。
▶委託業者　株式会社ＧＩＳ東海

三重営業所
※作業員は、腕章と身分証を携行
▶作業期間

２月８日（月）～３月１９日（金）
▶問 合 先　役場生活環境課
（☎６２−２４１５）

平成２２年度伊勢広域環境組合競争入札
参加資格者名簿の登録について
伊勢広域環境組合の競争入札参加

資格者名簿の登録を平成２１年度に
直接済まされている方は、必要書類
を提出することで自動的に更新され
ます。

新規に登録を希望される方は、入
札参加申請書を提出し、業者登録を
行う必要があります。詳しくは、伊
勢広域環境組合ホームページをご覧
ください。
▶ホームページアドレス

http://www.isekouiki.or.jp
▶申込・問合先　伊勢広域環境組合
（☎３７−１２１８）

所得税の確定申告に関する
お知らせ
平成２０年分所得税の確定申告書

を次の方法で提出された方には、平
成２１年分所得税の確定申告書は郵
送されませんのでご注意ください。
◦電子申告（ｅ - Ｔａｘ）を利用さ

れた方
◦国税庁ホームページの「確定申告

等作成コーナー」を利用された方
◦申告会場で電子申告を利用された

方
引き続き、平成２１年分所得税の

確定申告も、ぜひｅ - Ｔａｘや国税
庁ホームページ「確定申告書作成
コーナー」のご利用をお願いします。
▶問 合 先

伊勢税務署管理運営部門
（☎２８−３１９１）

※税務署では、自動音声によりご案
内しています。音声案内に従って

「２」を選択してください。

Watarai Information

水質事故を発見したら通報を
迅速で的確な通報が、きれいな川

と私たちの暮らしを守ります。
「魚の死がいが浮いている」「油が

流れている」など、川や水路で異常
を発見したときは、直ちに「いつ」「ど
こで」「どんなふうに」ということ
を通報してください。皆さんのご協
力をお願いします。
▶通報・問合先　役 場 生 活 環 境 課
（ ☎ ６ ２ − ２ ４ １ ５） ま た は
三重河川国道事務所（☎０５９−
２２９−２２１８）

地デジ説明会を開催
総務省では、地上デジタル放送に

関する説明会を開催します。個別の
受信相談も受け付けますので、ぜひ
お近くの会場にお越しください。
２月６日（土）
◦午後２時３０分～

町中央公民館
２月９日（火）
◦午前１０時３０分～

中之郷生活改善センター
◦午後２時３０分～

一之瀬公民館
２月１８日（木）
◦午後２時～

麻加江生活改善センター
▶問 合 先　三重県テレビ受信者支

援センター（☎０５９−２１３−
１０３０）
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『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　２月１８日（木）

午後１時～３時
▶開催場所　県伊勢庁舎（ヘルスサ

ポート室）
▶内 容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。
▶予約・問合先

伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７−５１４８）

子育て支援教室
『ひな飾り作り』を開催
▶開催日時　２月１９日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分
ごろ

▶対 象
保育所に行っていない１歳以上の
お子さんとその保護者

▶開催場所　町子育て支援センター
▶内 容　ひな飾り作り
▶持参する物　はさみ、のりなど
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間

２月８日（月）～１５日（月）
▶申込・問合先

町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

平成２１年度子育て
ボランティア養成講座参加者募集
地域で子育て支援をする子育てボ

ランティアの養成講座を今年も開催
します。ぜひご参加ください。
▶講座日程など　下表のとおり
▶開催場所　町子育て支援センター
▶内 容　１講座４日間コース
（毎回出席可能な方）※託児あり

▶申込期間
２月８日（月）～１９日（金）

▶申込・問合先
町子育て支援センター

（☎６３−００７０）

児童生徒の就学援助費支給
制度のお知らせ
就学援助費支給制度は、町内の小・

中学校に児童生徒が在学する家庭
で、経済的にお困りの家庭に、学用
品費、通学用品費、給食費、修学旅
行費などの一部を援助する制度です。

次の認定基準に該当している家庭
の児童生徒が対象となります。
◦生活保護法に基づく保護の停止ま

たは廃止の家庭
◦町県民税の非課税または減免の家

庭
◦児童扶養手当の支給を受けている

家庭
▶問 合 先　町教育委員会事務局
（☎６２−２４２２）

『第３回未入所児の
保育所交流事業』を開催
▶開催日時　２月１６日（火）

午前１０時～１１時
▶開催場所　中之郷保育所
▶対 象　保育所未入所のお子さ

んとその保護者
▶内 容　保育所見学と園児との

交流
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間

２月８日（月）～１２日（金）
▶申込・問合先　町子育て支援セン

ター（☎６３−００７０）

『こども相談』を開催
お子さんに関する心配事などで悩

んでいませんか。町では『こども相
談』を開催します。お気軽にお申込
みください。
▶開催日時　３月８日（月）

午前９時３０分～午後３時
▶開催場所　町保健センター
▶相 談 員　籠谷博子先生（臨床心

理士・元県児童相談所勤務）
▶申込期間　３月１日（月）～３月

３日（水）※要予約　
▶対象者　乳幼児および小・中学生

のお子さんとその保護者
▶相談内容　育児、こころとからだ、

言葉、不登校、落ち着きがないなど
※相談内容の秘密は堅く守られます。
▶申込・問合先　役場福祉保健課
（☎６２−１１１８）

平成２１年度　子育てボランティア養成講座日程表
月　日 曜日 時　間 テーマ 講　師

第１回 ３月　２日 火 午前１０時～正午 （開会式・オリエンテーション）
・子育てサポーターって？ 鈴木寿子先生

第２回 ３月　８日 月 午前１０時～正午 ・乳幼児の心と遊び
・実習：遊びの方法 鈴木寿子先生

第３回 ３月１２日 金 午前１０時～正午
・子どもの発達と食事 保健師・栄養士

・度会町子育て事情から 鈴木寿子先生

第４回 ３月１５日 月 午前１０時～正午 ・明日からの活動のために
（修了式） 鈴木寿子先生

※当日、内容が異なる場合があります。
※申し込みをされた方には、後日、日程表を送付します。
※講座終了後、希望する方は「わたらい子育てボランティアの会」に登録していただけます。
※託児を希望される方は、申し込みをする際に申し出ください。	
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支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時

２月１２日（金）・２６日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役 場 福 祉 保 健 課（ ☎ ６ ２ －
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

Watarai Information

遊・友・YOU くらぶ

３月１０日（水）
　　　ひよこグループ
３月１１日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用でき
ないときは、創作活動室をご利用下
さい。

地区巡回広場わたぼうし

３月　４日（木）
　町地域福祉センター
　　　　　　　一之瀬支所
３月２５日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

固 定 資 産 税　第４期
国民健康保険税　第10期

※口座振替日は、３月１日（月）
です。預貯金残高の確認をお願
いします。

３歳６か月児健診
３月１７日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１８年７月・８月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
３月１７日（水）

受付：午後１時００分～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２２年１月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２１年８月生まれのお子さん

育 児 相 談（保健相談）

３月５日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

2月の 町 税

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業建設課

（☎６２－２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。
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今 シリーズ
夜の夕食

ご飯は太りにくい体を作ります。他の食品と比べ、同
じ量を摂っても、米は消費カロリーが高く、肥満体質に
なりにくいと言われています。

日本人の健康長寿世界一を支えているのはご飯です。
ぜひ、今回のお米料理もお試しください。

度会町食生活改善推進協議会

地産地消 お米料理　カキご飯

材料（６人分）

❶生ガキはボウルに取り出し、片栗粉で優しくもんで、水洗いし
ておく。ショウガは皮をそいで、針ショウガにして水にさらす。
ミツバは４㎝の長さに切る。

❷	鍋にＡと針ショウガを入れて沸騰させ、生ガキを入れて２分ほ
どゆでる。

❸	米をといで②のゆで汁とＢを合わせ、足りない分量の水を加え
て３０分つけておく。その間にミツバをさっと青ゆでしておく。

❹にんじんをせん切りにしてゆでておく。
❺米が炊き上がったらカキを加えて蒸らす。
❻最後にミツバとにんじんを加えて、全体をさっと混ぜて盛りつける。
ポイント
◦生ガキは新鮮なものを選び、しっかり加熱する。
◦カキは片栗粉や牛乳でもみ洗いすると汚れが良く取れる。

作り方

生ガキ（生食用）	 ３２０ｇ
片栗粉	 少々
ショウガ	 ２片
ミツバ	 ４０ｇ

Ａ
　しょうゆ	 大さじ１

　　酒	 大さじ４

米	 ２合
　　しょうゆ	 小さじ２
Ｂ　酒	 大さじ１
　　みりん	 大さじ１
にんじん　	 適量

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５

おめでた

おくやみ

12月中に届出のあった方（敬称略）
子の名前	 保護者名	 字名

中西　加
カ

奈
ナ

	 年光	 棚　橋

12月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前	 年齢	 字名
北村　かね	 ９０	 長　原
金髙　さだ 	 ９０	 立　岡
中村　ヤスヨ	 ７４	 棚　橋
金田　おまつ	 ８６	 棚　橋
森井　悦造	 ８９	 大野木
小岸　美文	 ６７	 下久具

■度会町役場
◦総務課	 ６２−１１１１
◦政策調整室	 ６２−２４２３
◦税務住民課
・住民係	 ６２−２４１１
・税務係	 ６２−２４１４
◦福祉保健課
・福祉係	 ６２−２４１３
・支援係
　（地域包括支援センター）
	 ６２−１１１８
・保健係（保健センター）
	 ６２−１１１２
◦生活環境課	 ６２−２４１５
◦産業建設課
・農林係	 ６２−２４１６
・振興係	 ６２−２４１６
・建設係	 ６２−２４２０
◦出納室	 ６２−２４１０

◦議会事務局	 ６２−１１１３
◦教育委員会事務局
	 ６２−２４２２
◦夜間・休日宿日直室
	 ６２−１１１４
■保育所
◦棚橋保育所	 ６２−００７４
◦長原保育所	 ６４−００２２
◦中之郷保育所	 ６２−００７０
■地域交流センター
	 ６３−００７０
■社会福祉協議会	 ６２−１１１７
■わたらい緑清苑	 ６２−２２００
■美化センター	 ６２−０２４９
■中央公民館	 ６２−１５８８
■度会小学校	 ６２−０００４
■度会中学校	 ６２−０１９４
■バザールわたらい
	 ６３−０３３３

善意ありがとうございました
ご寄附をいただきました。
・グッディ　様
　（（株）玉城（玉城町勝田））

３００, ０００円　　
いただきました寄附金は、町のた

めに大切に使わせていただきます。
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記
先月から町長と語ろう「ふれあいトーク」がスタートしました。

わたしも同行して各地区を伺い、皆さんのご意見をお聞きして
います。行く先々では、ときには真剣に、ときには笑って、町
づくりや生活について語り合い、斬新な発想や町の活性化につ
いて説得力のある考えをお聞かせいただくことができました。

現在６地区回らせていただいている中で、参加された方々は
中高年の世代が大半。中には９０歳を間近に迎える凛としたお
ばあさんの年季が入ったご意見も。「ふれあいトーク」では老若男
女を問わず、幅広い意見をお待ちしています。これから中心となっ
ていく若年層の方々の思いもお聞かせください。皆さんの日ご
ろのちょっとした思いが、町を、生活を変えるかもしれません。

人　口	 男　４,３７７（± ０）	 出生　　１
女　４,６５７（−　１）	 死亡　　６
計　９,０３４（−　１）	 転入　１０

世帯数２,８１６（＋　３）	 転出　　６

成人を迎えた喜びとともに大人としての責任を実
感する澤田亜以里さん。
澤田さんは、肌やメイクの相談、化粧品・メイク
方法の提案をする美容部員として勤められ、昨年は
ミス伊勢志摩に選ばれました。

★成人を迎えた感想は
素直に嬉しいです。成人式で久しぶりに会った友達
など、みんなに会えて良かったです。

★どんな大人に
内面からもすてきな女性になりたいです。いろい
ろなところに出かけ、多くの発見をし、心を豊か
にしたいと思っています。

★仕事について
小さなころから大好きだった化粧品に毎日触れる
ことができ、夢であった職業に就けてすごく幸せ
に思っています。職場では毎日たくさんの方と出
会い、成長させていただいています。

★最近気になること
健康に気をつけたいです。

★私生活について
岩盤浴が好きで休みの日はひとりでも行ってしま
います。

★度会町の好きなところは
みんな仲良く生活できるところです。

★度会町に望むこと
帰ってくるとほっとできる今のままの度会町で
あって欲しいです。

澤
さ わ

 田
だ

　亜
あ

 以
い

 里
り

 さん
（中之郷）20歳

かがや
びと

わたらい人人輝け輝け
a Person of Shining Wataraia Person of Shining Watarai

No.
92

平成２１年１２月３１日現在
(　 ) 内は前月比

まちづくりに皆さんの声を
町長と語ろう「ふれあいトーク」スタート

去る１月１６日、２３日の両日、町長と語ろう「ふれあい
トーク」が注連指区を皮切りにスタートし、田口・麻加江・
坂井区の４地区の公民館などを会場に開催されました。

開催地区が中川地区ということもあり、各区民の皆さんの
関心の高い旧中川小学校の跡地利用や風力発電事業の進捗状
況についての質問が出たり、町道・護岸の改修、獣害対策な
ど地区の課題についての意見が出されたりしました。

また「河川付近の耕作放棄地を利用した鮎やズガニの養殖
を行えばどうか」「町商工会の取り組む獣肉料理や特産品を
販売する道の駅を作ってはどうか」など住民皆さんのアイデ
アも出され、時折笑いが起きるなど、終始和やかな雰囲気の
中語り合われました。


